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市
で
は
、
先
月
か
ら　

年
度
予
算
の
編
成
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
回
の
予
算
編
成
は
、
８
月
に
市
長

１６

が
示
し
た『
平
成　

年
度
経
営
方
針
』を
も
と
に
、直
接
事
業
を
行
っ
て
い
る
各
事
業
部
が
主
体
と
な
っ

１６

て
編
成
す
る
方
式
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
で
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
、
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
が
一
層
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
各
事
業
部
に

対
す
る
枠
配
分
を
ベ
ー
ス
と
し
た
予
算
編
成
の
考
え
方
と
仕
組
み
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

ご
質
問
・
ご
意
見
は
財
政
課
�　

・
７
７
０
６
へ
。

７０

�
を
占
め
る
義
務
的
経
費
が
前
年

度
と
比
べ
約
２
億
２
千
万
円
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
額
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の

不
足
分
は
、
旧
本
庁
舎
・
旧
分
庁

舎
用
地
の
売
却
収
入
を
財
源
と
す

る
予
定
で
す
。

　

以
上
の
手
順
に
よ
っ
て
、　

年
１６

度
は
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
事
業
部
単
位
で
の
予
算

編
成
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１

月
中
旬
ま
で
に
は
市
長
に
よ
っ
て

総
合
的
・
政
策
的
な
見
地
か
ら
の

調
整
が
行
わ
れ
、　

年
度
当
初
予

１６

算
案
が
、
３
月
の
定
例
議
会
に
て

審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

会
計
へ
の
繰
出
金
、
柳
泉
園
・
昭

和
病
院
等
の
一
部
事
務
組
合
へ
の

負
担
金
、
公
債
費
と
い
っ
た
義
務

的
経
費
を
枠
外
の
経
費
と
し
て
差

し
引
き
ま
す
。
こ
の
金
額
は
約
１

７
２
億
６
千
万
円
と
一
般
財
源
全

体
の　

・
２
�
を
占
め
ま
す
。
残

７２

り
の
金
額
が
各
部
へ
配
分
さ
れ
る

原
資
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
、　
１５

年
度
予
算
の
ベ
ー
ス
に
増
減
要
素

を
加
味
し
、
各
事
業
部
ご
と
の
配

分
額
を
算
出
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
各
事
業
部
の

財
源
配
分（
枠
内　

億
４
千
万
円
）

７７

は
決
ま
り
ま
す
が
、　

年
度
予
算

１６

の
一
般
財
源
全
体
の
見
積
総
額
は

　

億
１
千
万
円
不
足
し
ま
す
。
そ

１１れ
は
、
一
般
財
源
全
体
の　

・
２

７２

　
　

年
度
予
算
の
枠
は
、
一
般
財

１６
源
（
市
が
独
自
に
使
途
を
決
め
ら

れ
る
財
源
）
の
配
分
で
す
（
図
１

参
照
）。

　

ま
ず
、　

年
度
の
一
般
財
源
が

１６

全
部
で
ど
の
位
に
な
る
の
か
を
見

込
み
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
前
年

度
と
比
べ　

億
円
程
度
の
減
少

１３

（
対
前
年
△
５
・
２
�
）
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

次
に
、
歳
出
を
枠
内
と
枠
外
に

分
け
ま
す
。　

年
度
の
一
般
財
源

１６

の
見
込
額
か
ら
、
人
件
費
、
特
別

　

こ
の
８
月　

日
に
市
長
が
市
政

１８

の
構
造
改
革
の
視
点
と
方
向
に
つ

い
て
、「
行
政
改
革
」、「
財
政
改
革
」

を
両
輪
と
し
た
市
経
営
の
基
本
的

な
考
え
方
を
各
事
業
部
に
示
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
「
財
政
改

革
」
で
は
、
①
予
算
編
成
手
法
を

変
更
し
、
枠
配
分
方
式
を
拡
大
・

深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
適
正
な

執
行
管
理
を
徹
底
す
る
②
事
業
部

が
主
体
的
に
行
っ
た
行
政
評
価
の

結
果
を
踏
ま
え
た
事
務
事
業
の
改

善
・
改
革
を
実
行
す
る
③
財
政
フ

　

今
ま
で
の
予
算
は
、
各
課
が
実

施
し
よ
う
と
す
る
事
業
の
予
算
を

要
求
し
、
こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
の

予
算
要
求
に
つ
い
て
、
財
政
課
が

そ
の
必
要
性
、
金
額
な
ど
を
査
定

し
、
市
長
査
定
を
経
て
、
予
算
案

を
ま
と
め
上
げ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を
査
定
方
式
と
言
い
ま
す
。
歳

入
の
減
少
が
続
く
中
で
、
こ
の
方

式
に
よ
る
歳
出
削
減
は
、
新
規
事

業
の
抑
制
や
一
律
カ
ッ
ト
に
偏
り

が
ち
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
時
代
ほ
ど

「
身
の
丈
に
合
っ
た
、財
政
の
ス
リ

ム
化
」
と
「
必
要
な
と
こ
ろ
に
、

適
切
に
、必
要
な
財
源
を
つ
け
る
」

と
い
っ
た
こ
と
が
ま
す
ま
す
大
切

に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、　

年
度
予
算
は
、
事

１６

業
部
ご
と
に
財
源
を
配
分
し
、
そ

の
範
囲
内
で
各
事
業
部
が
現
場
の

創
意
工
夫
と
責
任
で
、
実

施
す
べ
き
事
業
を
自
主

的
に
取
捨
選
択
し
て
予

算
を
編
成
す
る
枠
配
分

（
予
算
編
成
上
の
要
求
基

準
額
）
方
式
を
拡
大
・
深

化
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
（
表
１
参
照
）。
今
、

何
を
す
べ
き
か
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
は
何
か
、
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
の

か
、
将
来
展
望
を
見
据
え

な
が
ら
予
算
を
編
成
し

ま
す
。
ま
た
、「
予
算
は

使
い
切
れ
る
も
の
」
と
い

う
考
え
方
を
排
除
し
、

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
」
を
目
視
し
た
執
行

管
理
を
可
能
に
し
て
い

き
ま
す
。

表１　予算編成手法の特徴比較

図１　１６年度当初予算編成の考え方

　
　

年
度
の
予
算
で
は
、
市
税
な

１６
ど
の
減
収
に
よ
る
財
源
不
足
分
は

財
政
調
整
基
金
と
土
地
売
却
収
入

で
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
は
、　
１５

年
度
で
は　

億
１
千
万
円
の
繰
り

１５

入
れ
が
可
能
で
し
た
が
、　

年
度

１６

で
は
３
億
６
千
万
円
、　

年
度
で

１７

は
３
億
１
千
万
円
し
か
繰
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。　

年
度

１８

以
降
は
財
政
調
整
基
金
や
土
地
売

却
収
入
と
い
っ
た
補
て
ん
財
源
は

無
く
な
り
ま
す
。「
歳
入
に
見
合
っ

た
歳
出
構
造
」
に
転
換
す
る
こ
と

が
現
在
の
市
の
財
政
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
財
源
不
足
に
加
え
、

市
財
政
に
は
、　

年
度
ま
で
に
解

１８

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
市
庁
舎

用
地
の
債
務
返
済
で
す
。
議
会
で

承
認
さ
れ
た
債
務
負
担
行
為
の

内
容
は
、　

年
度
ま
で
に
総
額
で

１８

約　

億
５
千
万
円
を
返
済
す
る

１３
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
債
務
は

市
税
収
入
の
減
少
等
過
去
の
厳
し

い
背
景
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
現

実
と
し
て
は
、
９
年
度
か
ら　

年
１４

度
ま
で
の
６
年
間
に
わ
た
っ
て
、

元
金
返
済
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
沈
殿
し
た

負
債
の
解
消
も
歳
出
構
造
改
革
と

平
行
し
て
着
実
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
公
共
施
設

等
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
る
な
ど

具
体
的
な
返
済
財
源
を
確
保
し
、

計
画
的
に
返
済
す
る
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

ロ
ー
の
改
善
だ
け
で
な
く
、
財
政

ス
ト
ッ
ク
の
改
善
を
図
る
、
と

い
っ
た
３
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。　

年
度
予
算
の
編
成
で
は
、

１６

こ
の
「
財
政
改
革
」
を
着
実
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

借
金
返
済
と
い
っ
た

大
問
題
が
…

枠
配
分
方
式
っ
て
何
？

な
ぜ
枠
配
分
に
す
る
の
？

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
？

今
後
の
解
決

す
べ
き
問
題
点

と
は
？

『
平
成　

年
度

１６

経

営

方

針

』

と

は

？

　

年
度
予
算
は

１６枠
配
分
方
式
で

の
編
成

予
算
編
成
の

進
め
方

用
語
解
説

一
般
財
源

　

歳
入
の
使
途
が
指
定
さ
れ

て
い
な
い
も
の
。
例
え
ば
地

方
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方

交
付
税
な
ど
で
す
。
反
面
、

使
途
が
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
を
、
特
定
財
源
と
い
い
ま

す
。
例
え
ば
国
庫
支
出
金
、

都
支
出
金
、
地
方
債
な
ど
で

す
。

財
政
調
整
基
金

　

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

を
調
整
す
る
た
め
に
積
み
立

て
ら
れ
た
基
金
で
す
。
よ
っ

て
、
市
税
収
入
が
少
な
け
れ

ば
基
金
を
取
り
崩
し
て
穴
埋

め
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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１６年度１５年度

経常経費に加え、政策経費、
臨時経費も含めた枠配分

経常経費のみ枠配分

配分
対象

　政策経費を含めることで、
各事業部の権限が高まる。経
常経費と政策経費（臨時経費）
相互の優先度、緊急度を踏ま
え、より市民ニーズに合った
事業運営が可能となる。

　経常経費の節減につながり、
政策経費については市全体の
重要性を踏まえた予算編成が
可能である。　　　　　　　
　一方、経常経費、政策経費
（臨時経費）間の必要性を比較
した上での予算編成が困難で
ある。

一般財源ベース事業費ベース

財源
　市の財政負担が明確となり、
職員のコスト意識が高まるこ
とにより、一層の財源確保が
望める。

　予算額に直結しており、各
部局での予算編成が容易であ
る。
　反面、市の財政負担が不明
確であり、財源の確保につい
ても前例踏襲となる恐れがあ
る。

　

財
政
危
機
宣
言
に
係
る
３

回
の
説
明
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
３
８
０
名
の
方
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
意

見
や
ご
要
望
を
頂
き
ま
し
た

こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

わ
が
市
の
財
政
構
造
は
、

現
在
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
で
さ
え
、
経
常
収
入
で
は

賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、
預
金

を
取
り
崩
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
赤

字
体
質
で
は
、
今
後
新
た
に

必
要
と
な
る
事
業
が
始
め
ら

れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
現
在

提
供
し
て
い
る
も
の
さ
え
提

供
で
き
な
く
な
り
ま
す
―
そ

れ
は
預
金
が
底
を
つ
く
か
ら

で
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
民
間
に
十

分
「
力
」
が
備
わ
っ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
行
政
責

任
を
担
保
し
な
が
ら
民
間
の

「
力
」を
活
用
す
る
こ
と
と
し
、

ま
た
、
本
来
行
政
が
担
任
す

べ
き
範
囲
に
つ
い
て
も
再
考

す
る
時
が
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
財
政
危
機
宣
言
は
、

市
が
負
担
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
的
に
供
給
し
、
そ
の

時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
す
る
財
源
を
生

み
出
す
た
め
の
財
政
構
造
改

革
で
す
。

　

社
会
経
済
情
勢
や
人
口
構

成
の
変
化
に
よ
る
担
税
力
の

低
下
な
ど
、
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
税
の

使
い
方
を
真
剣
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


